


東
濃
地
方
の
中
心
都
市
と
し
て

発
達
し
て
き
た
瑞
浪
市

濃
尾
平
野
の
東
端
、
木
曽
谷
の
入
口
に
あ
た
る
東

濃
地
方
の
中
心
都
市
で
あ
る
瑞
浪
市
は
、
時
代
と

と
も
に
東
山
道
・
鎌
倉
街
道
・
中
山
道
が
整
備
さ
れ

て
き
た
交
通
の
要
地
で
し
た
。
美
濃
焼
の
産
地
と

し
て
知
ら
れ
、
現
在
も
窯
業
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。

戸狩荒神塚古墳

１

地
域
の
歴
史

三
〇
ヶ
所
以
上
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
濃
地
方
は
、
東
国
と
畿
内
の
文
化
が
交

差
す
る
接
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

遺
跡
も
双
方
の
文
化
の
影
響
を
受
け
た
特

徴
を
有
し
て
い
ま
す
。
瑞
浪
市
へ
の
文
化

の
伝
播
ル
ー
ト
は
、
一
般
的
に
東
国
か
ら

は
恵
那
地
方
か
ら
土
岐
川
を
下
り
、
畿
内

の
文
化
は
木
曽
川
支
流・
可
児
川
及
び
土
岐

川
を
遡
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

古
墳
時
代
に
入
る
と
ま
ず
瑞
浪
盆
地
が

開
発
さ
れ
た
よ
う
で
、
五
～
六
世
紀
の
築

造
と
見
ら
れ
る
径
五
七
ｍ
の
戸と
が
り
こ
う
じ
ん
づ
か

狩
荒
神
塚

古
墳（
明あ
き
よ世
町
）
が
あ
り
、
埋
葬
者
は
、
当

地
域
を
拠
点
と
し
て
東
濃
地
方
一
帯
に
影

響
力
を
持
っ
た
豪
族
で
、
そ
の
子
孫
が
土

岐
川
支
流
に
形
成
さ
れ
た
小
盆
地
を
開
発

し
て
そ
れ
ぞ
れ
古
墳
を
築
造
し
て
い
っ
た

と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
市
内
に
は

二
〇
〇
基
近
い
数
の
古
墳
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
県
下
有
数
の
古
墳
多
分
布
地
区
と

な
っ
て
い
ま
す
。

東
国
と
畿
内
の
文
化
の
接
点

瑞
浪
市
は
、
岐
阜
県
の
南
東
部
、
木
曽
谷

の
入
口
に
あ
た
り
平
野
部
と
山
岳
地
帯
の
交

差
す
る
地
域
で
す
。
南
は
愛
知
県
豊
田
市
に

隣
接
し
、
北
は
木
曽
川
が
深
い
渓
谷
と
な
っ

て
西
に
流
れ
、
対
岸
は
恵
那
市・
八
百
津
町

に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
の
中
央
を
東
か
ら
西

に
流
れ
る
土
岐
川
が
形
成
し
た
瑞
浪
盆
地
に

人
口
が
集
ま
り
、
東
濃
地
方
の
中
心
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
中
山
道
が
通
る
交
通
の
要
路
で

し
た
が
、
現
在
は
JR
中
央
本
線・
中
央
自
動

車
道・
国
道
一
九
号
が
東
西
に
貫
通
し
て
お

り
、
名
古
屋
方
面
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

周
辺
の
多
治
見
市
・
土
岐
市

と
と
も
に
美
濃
焼
の
産
地
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
縄
文
時
代
の
遺

跡
が
、
八や
せ
ざ
わ

瀬
沢
遺
跡（
大お

お
く
て湫

町
）・
大お
お
し
ま島
遺
跡（
釜か
ま
ど戸
町
）・

天て
ん
と
く徳
遺
跡（
土
岐
町
）
な
ど

東
山
道
か
ら
鎌
倉
街
道
へ

律
令
制
下
の
当
市
域
は
、
大
部
分
が
土

岐
郡
に
属
し
て
い
ま
し
た
。
律
令
制
で
強

力
に
進
め
ら
れ
た
施
策
に
官
道
の
整
備
が

あ
り
ま
し
た
。
大
化
の
改
新
の
八
年
後
に

駅
伝
の
制
を
定
め｢

処
々
ノ
大
道
ヲ
修
治

ス｣

（
日
本
書
紀
）
に
始
ま
り
、
大
宝
二

年（
七
〇
二
）
に
は｢

始
メ
テ
美
濃
ノ
国
岐

蘇
山
ノ
道
ヲ
開
ク｣

と
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
て
都
と
東
国
を
結
ぶ
官
道
と
し
て
開
か

れ
た
東
山
道
に
は
、
美
濃
国
内
に
不ふ

わ破
・

大お
お
の野
・
方か
た
が
た県・
各か
か
み務
・
可か

に児
・
土と

き岐
・
大お
お
い井
・

坂さ
か
も
と本
の
八
駅
が
置
か
れ
、
こ
の
う
ち
土
岐

駅
が
瑞
浪
市
域
に
あ
り
ま
し
た
。

駅
の
運
営
は
、
駅え
き
ば馬
の
準
備
や
貢
物
の

運
搬
を
担
っ
た
駅え
き
し子（
田
を
給
さ
れ
役
務
に

従
事
す
る
者
）
に
大
き
な
負
担
と
な
り
、

嘉
祥
三
年（
八
五
〇
）
付
で｢

土
岐
・
坂さ
か
も
と本

の
二
駅
は
道
程
が
長
い
の
で
、
荷
物
を
運

ぶ
駅
子
の
辛
さ
は
他
駅
の
数
倍
で
、
駅
子

が
逃
げ
て
駅
伝
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る｣

と
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
朝
廷
は
こ

う
し
た
事
態
に
貞

じ
ょ
う
が
ん観

四
年（
八
六
二
）・
同
五

年
・
同
一
三
年
に｢

土
岐
・
恵
那
郡
の
百
姓

の
疲
弊
を
助
け
る
た
め
に
一
年
間
の
租
税

を
免
ず
る｣

な
ど
駅
伝
制
度
の
維
持
に
努

め
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
平
安
時
代
末
期
に
な
り
貴
族

に
よ
る
政
冶
が
衰
え
る
と
と
も
に
駅
伝
の

制
も
廃
れ
ま
し
た
が
、
鎌
倉
幕
府
が
開
か

れ
る
と
、
東
山
道
を
改
修
、
コ
ー
ス
を
一

部
変
更
し
て
、
都
と
鎌
倉
を
結
ぶ
鎌
倉
街

道
が
整
備
さ
れ
新
し
く
宿
駅
制
度
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
当
市
域
で
は
土
岐
駅
を
通

る
コ
ー
ス
が
廃
さ
れ
、
新
た
に
日ひ
よ
し吉
と
釜

戸
に
宿
駅
が
置
か
れ
る
コ
ー
ス
に
変
更
さ



土岐氏居館跡

瑞浪市における時代別主要道路

細久手宿

世界一美濃焼の大皿
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史
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れ
ま
し
た
。

守
護
大
名
土
岐
氏
の
盛
衰

源
頼
朝
が
鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
際
、
当

地
方
の
有
力
者
で
あ
っ
た
源
光み
つ
ひ
ら衡
は
美
濃

守
護
に
任
じ
ら
れ
、
姓
を
土
岐
氏
と
称
し

一ひ
と
い
ち
ば

日
市
場（
土
岐
町
）
に
居
館
、
神こ
う
の箟（
土

岐
町
）
に
鶴
ヶ
城
を
構
え
、
周
囲
の
要
地

に
一
族
を
配
し
、
さ
ら
に
市
原
光
善
寺
を

建
立
し
て
菩
提
寺
と
し
美
濃
国
統
治
の
拠

点
と
し
ま
し
た
。

光
衡
の
子
光み
つ
お
き興
は
、
承
じ
ょ
う
き
ゅ
う
久
の
乱

（
一
二
二
一
）
で
朝
廷
方
と
し
て
参
戦
し
、

木
曽
川
九
瀬
の
板
橋
の
渡
し・
池
瀬
の
渡
し

で
幕
府
軍
に
敗
れ
、
浅
野（
土
岐
市
）
に
隠

棲
し
ま
す
が
、
そ
の
子
光
定
が
直
ち
に
失

地
を
回
復
し
、
そ
の
後
は
北
条
家
と
姻
戚

関
係
を
結
び
美
濃
に
お
け
る
権
勢
を
確
立

し
て
い
き
ま
す
。

や
が
て
鎌
倉
幕
府
の
倒
幕
に
貢
献
し
た

土
岐
頼よ
り
さ
だ貞
は
、
足
利
幕
府
開
府
に
よ
り
初

代
美
濃
国
守
護
と
な
り
、
南
北
朝
期
に
は

武
家
方
と
し
て
活
躍
、
幕
中
諸
家
の
筆
頭

と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
、｢

土
岐
絶
え
な
ば
足

利
絶
ゆ
べ
し｣

と
言
わ
れ
る
権
勢
を
得
て
、

以
降
一
三
代
に
渡
る
美
濃
国
守
護
土
岐
氏

の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。
平
安
時
代
末
期

よ
り
当
地
を
拠
点
と
し
て
き
た
土
岐
氏
で

す
が
、
頼
貞
の
子
頼よ
り
と
お遠

の
代
で
守
護
所
を

長な
が
も
り森（
岐
阜
市
）
に
移
し
ま
し
た
。

守
護
大
名
と
し
て
美
濃
を
支
配
し
て
き

た
土
岐
氏
は
、
戦
国
時
代
に
家
臣
斉
藤
道

三
に
追
い
落
と
さ
れ
、
そ
の
後
の
美
濃
の

支
配
者
は
、
斉
藤・
織
田・
豊
臣
と
目
ま
ぐ

る
し
く
変
り
ま
し
た
。

分
割
統
治
と
中
山
道

関
ヶ
原
の
戦
い
に
お
い
て
、
東
濃
は
西

軍
方
の
武
将
が
多
か
っ
た
の
で
、
中
山
道

を
西
下
す
る
徳
川
軍
と
の
間
で
東
濃
合
戦

と
呼
ば
れ
る
一
連
の
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
東
濃
で
の
戦
い
は
持
久
戦
と

な
り
ま
し
た
が
、
関
ヶ
原
で
西
軍
が
敗
れ

た
こ
と
で
合
戦
は
終
結
し
ま
し
た
。

戦
い
に
勝
利
し
た
徳
川
家
康
は
、
西
軍

方
か
ら
没
収
し
た
約
四
四
〇
万
石
の
領
地

を
配
下
の
諸
氏
に
分
与
す
る
賞
罰
を
行
い

ま
し
た
が
、
西
軍
方
が
多
か
っ
た
美
濃
国

に
つ
い
て
は
細
分
し
て
譜
代
大
名
を
配
置

し
た
ほ
か
、
幕
府
直
轄
地
を
多
く
設
定
し

美
濃
代
官
に
納
め
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
の
時
点
で
の
瑞
浪
市
域
は
三
一
ヶ

村・
九
千
七
八
二
石
余
で
、
小
里
氏・
岩
村

松
平
氏・
明
知
遠
山
氏・
木
曽
衆
九
氏
に
分

治
さ
れ
、
そ
の
後
、
木
曽
衆
が
尾
張
藩
に

組
み
込
ま
れ

た
り
小
里
氏

領
が
幕
府
直

轄
地
に
な
る

な
ど
変
更
が

あ
っ
た
も
の

の
、
一
村
四

給（
一
日
市

場
村
）・
一
村

三
給（
大
湫
村
ほ
か
五
ヶ
村
）
の
村
が
在
る

よ
う
な
極
端
な
細
分
統
治
が
行
わ
れ
ま
し

た
。江

戸
幕
府
は
、
い
ち
早
く
道
路
の
整
備

に
力
を
注
ぎ
、
慶
長
七
年（
一
六
〇
二
）
に

中
山
道
の
整
備
を
命
じ
ま
し
た
。
中
山
道

は
旧
東
山
道
を
も
と
に
道
幅
を
広
め
、
宿

を
定
め
ま
し
た
が
、
瑞
浪
市
域
で
は
細
久

手
～
大
湫
の
山
上
に
新
道
が
建
設
さ
れ
、

伝
馬
制
度
の
宿
場
と
し
て
細ほ
そ
く
て
久
手
宿・
大
湫

宿
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

市
街
地
形
成
と
美
濃
焼
の
発
展

明
治
に
な
っ
て
し
ば
ら
く
は
中
山
道
駅

制
の
存
続
が
図
ら
れ
ま
し
た
が
、
も
と
も

と
山
上
に
開
か
れ
た
新
道
・
新
宿
で
あ
っ

た
の
で
次
第
に
廃
れ
、
主
要
な
交
通
路
は

土
岐
川
に
沿
っ
た
ル
ー
ト
に
変
っ
て
い
き

ま
し
た
。
明
治
三
五
年
国
鉄
中
央
西
線
が

土
岐
川
沿
い
に
中
津
川
ま
で
開
通
す
る
と
、

人
口・
産
業
な
ど
が
瑞
浪
盆
地
を
中
心
と
し

た
平
坦
地
に
集
積
す
る
よ
う
に
な
り
、
現

在
の
市
街
地
形
成
の
基
盤
と
な
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
か
ら
続
く
主
要
産
業
で
あ
る

古
美
濃
焼（
陶
窯
）・
新
美
濃
焼（
磁
窯
）
は
、

伝
統
工
芸
と
し
て
継
承
さ
れ
る
一
方
、
近

代
的
な
窯
業
に
発
展
し
和
洋
食
器
か
ら

ニ
ュ
ー
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
品
に
い
た
る
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
陶
磁
器
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は「
み
ず
な
み
焼
き
」
の
ブ
ラ
ン
ド

化
が
進
み
、
地
元
陶
磁
器
産
業
の
更
な
る

発
展
の
起
爆
剤
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
単
一
産
業
か
ら
複
合
型
産
業

構
造
へ
の
転

換
を
図
る
工

業
団
地「
瑞

浪
ク
リ
エ
イ

シ
ョ
ン・パ
ー

ク
」
事
業
も

完
了
し
、
企

業
誘
致
が
進

ん
で
い
ま
す
。
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東
濃
地
方
の
発
展
を
支
え
た

東
濃
用
水
道
事
業

瑞
浪
市
・
土
岐
市
・
多
治
見
市
は
、
都
市
用
水
の

水
源
を
土
岐
川
に
依
存
し
て
い
ま
し
た
が
、
土

岐
川
の
水
質
悪
化
と
、
発
展
に
伴
う
水
需
要
の

増
大
に
対
応
す
る
た
め
、
水
源
を
木
曽
川
に
求

め
て
東
濃
用
水
を
建
設
し
ま
し
た
。

土岐川現況

東濃用水道位置図

３

地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

限
界
を
迎
え
た
土
岐
川
利
水

土
岐
川
は
岐
阜
県
恵
那
市
の
夕ゆ
う
だ
ち
や
ま

立
山
に

源
を
発
し
、
瑞
浪
市・
土
岐
市・
多
治
見
市

の
盆
地
を
流
れ
、
愛
知
県
に
入
っ
て
庄
内

川
と
名
前
を
変
え
て
名
古
屋
市
港
区
で
伊

勢
湾
に
注
ぐ
一
級
河
川
で
す
。

こ
の
土
岐
川
に
沿
っ
た
盆
地
に
瑞
浪
市・

土
岐
市・
多
治
見
市
の

市
街
地
が
形
成
さ
れ
、

陶
磁
器
産
業
、
精
密・

電
気
工
業
、
木
工・
製

紙
工
業
な
ど
が
発
達

し
て
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
名
古
屋
市
郊
外

の
住
宅
地
と
し
て
も

需
要
が
大
き
く
、
大

規
模
集
合
団
地
が
開

発
さ
れ
人
口
増
加
が

著
し
い
地
域
で
す
。

三
市
は
必
要
な
都

市
用
水
を
個
別
に
土

岐
川
よ
り
取
水
し
て

い
ま
し
た
が
、
昭
和

三
〇
年
代
後
半
か
ら
土
岐
川
の
水
質
が
著

し
く
悪
化
し
、
白
濁
し
た｢
白
い
川｣

と
呼

ば
れ
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
瑞

浪
市
土
岐
町
で
土
岐
川
に
合
流
す
る
小お

り里

川
は
、
流
域
で
窯
業
の
原
料
と
な
る
粘
土

の
製
造
が
盛
ん
で
、
特
に
汚
濁
し
た
河
川

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

土
岐
川
の
水
質
汚
濁
は
昭
和
四
五
～

四
八
年
ご
ろ
に
最
悪
と
な
り
、
最
も
下
流

で
取
水
す
る
多
治
見
市
の
浄
水
コ
ス
ト
は

全
国
で
一
番
高
く
、
し
か
も
浄
水
施
設
の

機
能
を
越
え
る
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
、

緊
急
に
新
規
水
源
を
確
保
す
る
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
木
曽
川
流
域
で
あ
る
中
津
川
市・

恵
那
市
は
、
生
活
圏
が
段
丘
上
に
位
置
し
、

木
曽
川
流
路
と
の
高
低
差
が
大
き
く
取
水

が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
本
川
に
注
ぐ
支

流
を
水
源
と
し
て
い
ま
し
た
。
両
市
も
人

口
の
増
加
や
産
業
の
発
展
に
伴
う
水
需
要

に
対
し
て
、
水
量
の
少
な
い
支
流
か
ら
の

取
水
で
は
安
定
し
た
用
水
確
保
が
望
め
な

い
状
況
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

東
濃
用
水
道
の
建
設
計
画

こ
の
よ
う
に
東
濃
地
方
の
水
事
情
は
、

土
岐
川
や
木
曽
川
支
流
か
ら
の
取
水
で
は

対
応
で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
ま
し

た
が
、
他
に
水
源
を
求
め
る
こ
と
は
、
各

自
治
体
単
独
で
は
財
政
的
な
負
担
が
大
き

過
ぎ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
東
濃
各
市
町
は

岐
阜
県
に
対
し
て
県
営
水
道
事
業
と
し
て

給
水
事
業
を
進
め
る
よ
う
強
く
働
き
か
け

ま
し
た
。

岐
阜
県
は
昭
和
三
九
年
、
国
庫
補
助
を

得
て
東
濃
地
方
の
利
水
の
将
来
に
つ
い
て

調
査
検
討
を
重
ね
、
国
鉄
中
央
本
線
の
複

電
化
や
中
央
自
動
車
道
の
建
設
に
伴
う
急

速
な
発
展
の
可
能
性
を
考
慮
し
、
長
野
県

山
口
村（
当
時
）
の
関
西
電
力
ダ
ム
か
ら
取

水
す
る｢

東
濃
地
区
都
市
用
水
供
給
施
設
計

画｣

を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
計
画
が
そ
の
ま
ま
実
行
さ
れ
る
こ
と

は
な
く
、
昭
和
四
二
年
に
は
水
源
を
含
め

再
検
討
さ
れ
た
計
画
が
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
四
五
年
、
県
営
上
水
道
供
給
事

業
と
し
て
東
濃
用
水
道
の
建
設
計
画
が
発

表
さ
れ
、
翌
年
に
は
厚
生
省（
当
時
）
の

事
業
認
可
を
受
け
ま
し
た
。
計
画
は
、
山

口
ダ
ム
か
ら
取
水
し
、
中
津
川
市
・
恵
那

市
・
瑞
浪
市
・
土
岐
市
・
多
治
見
市
・
笠
原

町
に
供
給
す
る
と
し
、
計
画
給
水
人
口
は

三
二
九
，五
〇
〇
人
、
一
日
最
大
給
水
量
は

一
五
七
，九
二
五
立
方
メ
ー
ト
ル
と
し
ま

し
た
。
な
お
水
源
手
当
は
愛
知
用
水
の
用

水
転
用
時（
農
業
用
水
の
都
市
用
水
へ
の
転

用
）
に
協
議
が
成
り
立
ち
、
そ
の
水
源
の

一
部
が
譲
渡
さ
れ
て
牧
尾
ダ
ム
に
一・三
立
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地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

方
メ
ー
ト
ル
／
秒
、
平
成
三
年
に
管
理
を
開

始
し
た
阿
木
川
ダ
ム
の
運
用
に
よ
り
〇
・八

立
方
メ
ー
ト
ル
／
秒
、
平
成
八
年
に
管
理
を

開
始
し
た
味
噌
川
ダ
ム
に
〇
・三
立
方
メ
ー

ト
ル
／
秒
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
濃
用
水
の
建
設

事
業
計
画
に
は
、
木
曽
川
か
ら
の
本
格
取

水
に
先
立
っ
て
、
土
岐
川
上
流
部
か
ら
取
水

し
原
水
を
各
市
の
浄
水
場
に
提
供
す
る
暫
定

的
な
措
置
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
当

時
の
土
岐
川
の
汚
濁
が
、
緊
急
に
手
当
て
す

る
必
要
に
迫
ら
れ
る
ほ
ど
深
刻
な
状
況
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
建
設
工
事
は
、
昭

和
四
六
年
七
月
か
ら
着
手
さ
れ
、
特
に
汚
濁

の
著
し
い
小
里
川
よ
り
上
流
の
瑞
浪
市
土
岐

町
市
原
に
取
水
施
設
を
設
け
、
昭
和
四
八
年

五
月
に
供
給
を
開
始
し
ま
し
た
。

一
方
、
引
き
続
い
て
本
給
水
に
対
応
す
る

木
曽
川
か
ら

の
取
水
施
設・

浄
水
場
・
送

水
施
設
の
建

設
が
進
め
ら

れ
、
取
水
施

設
に
つ
い
て

は
、
当
初
計

画
で
は
山
口

ダ
ム
か
ら
の

取
水
が
予
定

さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
山

口
ダ
ム
の
堆

砂
が
大
き
い

こ
と
か
ら
、

昭
和
四
八
年

に
関
西
電
力

落
合
ダ
ム
に

変
更
さ
れ
ま

し
た
。
取
水
さ
れ
た
水
は
高
揚
程
ポ
ン
プ

で
中
津
川
浄
水
場
に
送
ら
れ
、
こ
こ
で
浄

水
と
な
っ
て
各
市
町
の
給
水
施
設
に
送
水

さ
れ
ま
す
。
昭
和
五
一
年
一
〇
月
に
全
て

の
工
事
が
竣
工
し
、
一
一
月
よ
り
全
計
画

区
域
に
給
水
を
開
始
し
、
同
時
に
土
岐
川

か
ら
の
取
水
は
停
止
さ
れ
ま
し
た
。

安
定
供
給
に
努
め
る
東
濃
用
水

東
濃
用
水
は
、
安
定
し
た
都
市
用
水
を

供
給
す
る
こ
と
で
、
東
濃
地
方
の
発
展
に

大
き
く
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
間
、
自
然
災
害
な
ど
困
難
な
問
題
に

も
直
面
し
て
き
ま
し
た
。

昭
和
五
四
年
一
〇
月
二
八
日
早
朝
、
御

岳
山（
三
，〇
六
七
ｍ
）
が
突
然
噴
火
し
、

周
辺
地
域
に
火
山
灰
が
降
り
続
き
ま
し
た
。

御
岳
山
の
南
に
位
置
す
る
牧
尾
ダ
ム
は
、

こ
の
噴
火
に
よ
る
水
質
悪
化
が
懸
念
さ
れ
、

実
際
に
牧
尾
ダ
ム
へ
注
ぐ
王
滝
川
は
、
ダ

ム
の
流
入
地
点
付
近
で
セ
メ
ン
ト
を
溶
か

し
た
よ
う
に
白
濁
し
ま
し
た
。
東
濃
用
水

は
、
翌
二
九
日
に
落
合
取
水
地
点
や
王
滝

川
上
流
な
ど
の
水
質
検
査
を
実
施
し
、
水

源
地
域
で
ph
が
大
き
く
下
回
り
、
水
質

監
視
体
制
に
万
全
を
期
し
ま
し
た
。
昭
和

五
九
年
に
は
御
岳
山
南
東
地
域
を
震
源
と

す
る
長
野
県
西
部
地
震
が
発
生
し
、
大
規

模
な
崖
崩
れ
と
斜
面
崩
壊
、
土
石
流
が
起

こ
り
ま
し
た
。
こ
の
地
震
に
よ
り
大
量
の

土
砂
が
牧
尾
ダ
ム
に
流
れ
込
み
、
落
合
取

水
地
点
で
も
高
濁
度
化
や
マ
ン
ガ
ン
濃
度

の
上
昇
な
ど
の
水
質
悪
化
が
見
ら
れ
、
長

期
に
渡
っ
て
水
質
監
視
が
強
化
さ
れ
ま
し

た
。平

成
六
年
は
五
月
か
ら
少
雨
傾
向
が
続

き
、
六・七
月
が
空
梅
雨
と
な
る
異
常
気
象

に
よ
り
八
月
に
牧
尾
・
阿
木
川
ダ
ム
が
枯

渇
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
東
濃
用
水

で
は
節
水
率
二
〇
％
を
越
え
る
節
水
を
実

施
し
、
住
民
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
夜

間
使
用
禁
止
な
ど
不
便
な
生
活
を
強
い
ら

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
八
月
二
二
日
か
ら
は
、

一
二
時
間
断
水
ま
で
関
係
機
関
で
決
定
さ

れ
ま
し
た
が
、
農
業
用
水
利
用
者
の
理
解

が
得
ら
れ
断
水
と
い
う
最
悪
の
事
態
は
回

避
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
平
成
六
年
に
は
、

瑞
浪
市
内
で
送
水
管
が
破
断
し
復
旧
に
三

日
間
を
要
す
る
事
故
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
東
濃
用
水
は
災
害
時・
水
源
の

水
質
事
故
・
送
水
管
の
事
故
な
ど
に
備
え

る
た
め
、
平
成
九
年
に
肥ひ

だ田
調
整
池（
土
岐

市
）、
平
成
一
〇
年
に
雀す
ず
め
こ
が
ね

子
ケ
根
調
整
池（
恵

那
市
）・
中
津
川
調
整
池
を
建
設
す
る
な
ど

安
定
供
給
に
努
め
て
い
ま
す
。

平
成
一
六
年
に
は
、
危
機
管
理
の
充
実
と

東
濃
西
部
地
域
に
お
け
る
水
需
要
増
加
へ

の
合
理
的
対
処
の
た
め
、
東
濃
用
水
と
同

時
進
行
で
建
設
・
運
営
さ
れ
て
き
た｢

木
曽

川
右
岸
上

水
道
用
水

供
給
事
業

（
可
茂
上
水

道
用
水
）｣

を
統
合
し
、

「
岐
阜
東
部

上
水
道
用

水
供
給
事

業
」
と
な

り
ま
し
た
。

■
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図1 古木曽川の流路図（『木曽三川流域史』より）

写真 1  海津市海津町萱野に今も残る潮除堤（中堤）

図 2 1736（元文 1）年頃の本阿弥輪中の開発（『本阿弥輪中』より） ５

歴
史
記
録

は
じ
め
に

岐
阜
県
の
最
南
端
に
位
置
す
る
岐
阜
県
海

津
市
の
平
田
町
と
海
津
町
は
、
海
津
市
北
端

を
大お
お
ぐ
れ
が
わ

榑
川
に
、
西
側
を
揖
斐
川
、
東
側
を
長

良
川
に
挟
ま
れ
、
南
端
部
は
揖
斐
川
と
長
良

川
の
瀬（
背
）
割
堤
に
接
続
し
た
、
川
に
囲

ま
れ
た
輪
中
地
帯
で
す
。

太
古
の
時
代
、
こ
の
地
域
は
伊
勢
の
海
が

波
打
つ
浅
瀬
で
、
木
曽
三
川
か
ら
の
流
出
土

砂
が
洲
を
形
成
し
た
地
で
あ
り
、
洪
水
被
害

に
遭
い
な
が
ら
も
、
自
然
堤
防
を
利
用
し
た

部
分
堤
防
や
尻
無
し
堤
、さ
ら
に
潮し
お
よ
け除
堤（
中

堤
と
も
呼
称
）
に
よ
っ
て
生
活
が
守
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
潮
除
堤
南
側
で
の
輪
中
の

形
成
に
つ
れ
て
設
置
さ
れ
て
き
た
圦い

り
ひ樋
の

建
設
経
過
の
概
略
を
述
べ
ま
す
。

天
正
洪
水
以
前
の
古
木
曽
川
河
道
と
天
正
洪
水

一
五
八
六（
天
て
ん
し
ょ
う正

一
四
）
年
の
天
正
洪

水
以
前
の
古
木
曽
川
は
、
各
務
原
市
の

三み
い
や
ま
井
山（
標
高
一
〇
九
ｍ
）
の
南
を
通
り
、

岐
阜
市
南
境
の
境
川
筋
を
流
れ
て
大
垣
市

墨
俣
町
と
羽
島
市
小お
ぐ
ま熊
町
西
小
熊
の
間
で

長
良
川
を
合
流
し
て
い
ま
し
た
。
合
流
後
、

南
流
し
た
古
木
曽
川
の
主
流
の
一
つ
が
、

古
木
曽
川
の
派
川
で
あ
る
大
榑
川
途
中
か

ら
南
流
し
て
現
海
津
市
を
図
一
の
よ
う
に

ほ
ぼ
東
西
に
分
け

て
い
ま
し
た
。

図
一
左
下
隅
の

潮
除
堤
は
、
揖
斐

川
左
岸
の
西
小お
じ
ま島

村（
海
津
町
西
小

島
）
か
ら
南
東
の

長
良
川
右
岸
の
森

下
村（
海
津
町
森

下
）
に
至
る
堤
防
で
す
。

潮
除
堤
よ
り
南
側
の
地
は
、
潮
汐

の
影
響
を
受
け
る
低
湿
な
地
帯
で
あ

り
、
潮
除
堤
が
建
設
さ
れ
た
後
、
新

田
が
近
世
初
頭
か
ら
徐
々
に
南
に
向

け
て
開
発
さ
れ
、
多
く
の
輪
中
が
形

成
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
飯
田
汲く
め
じ事
は
古
木
曽
川
の

河
道
変
動
に
つ
い
て
、
河
道
変
動
は

洪
水
前
年
に
発
生
し
た
天
正
地
震（
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
八
・一
前
後
）
に
よ
る
地
割
れ
、

地
盤
沈
下
・
液
状
化
な
ど
の
地
変
に
よ
る
、

と
推
測
し
て
い
ま
す
。

潮
除
堤
以
南
の
輪
中
の
形
成
と
圦
の
設
置

潮
除
堤
は
一
三
一
九（
元げ
ん
お
う応
元
）
年
に
造

ら
れ
た
と
の
記
述
も
あ
り
ま
す
が
、
近
年
、

一
三
一
九
年
説
に
は
疑
問
が
投
げ
か
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
安
藤
満
寿
男
は
潮
除
堤
に

つ
い
て
、
土
木
工
事
巧
者
の
高
須
初
代
藩

主・
徳
永
寿な
が
ま
さ昌
が
、
一
六
〇
六（
慶
け
い
ち
ょ
う長
一
一
）

年
か
ら
わ
ず
か
に
遡
る
年
次
に
築
い
た
、

と
推
察
し
て
い
ま
す
。

潮
除
堤
防
に
は
圦
が
、
古
木
曽
川
の
名

残
で
悪
水
排
水
幹
川
で
あ
る
大
江
川
に

一
二
艘
、
大
江
川
の
西
側
を
南
流
す
る
中

江
川
に
二
艘
の
計
一
四
艘
伏
せ
込
ま
れ
ま

し
た
。
堤
防
建
設
か
ら
ほ
ぼ
二
五
年
後
の

一
六
三
一（
寛か

ん
え
い永
八
）
年
に
、
潮
除
堤
の
圦

樋
は
民
間
請
負
で
大
圦
五
艘
、
小
圦
五
艘

の
新
設
と
古
圦
四
艘
の
修
理
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

大
榑
川
と
潮
除
堤
間
の
古
高
須
輪
中
は

一
六
〇
〇（
慶
長
五
）
年
か
ら
一
六
〇
六（
慶

長
一
一
）
年
に
形
成
さ
れ
、
高
須
輪
中
最

南
端
の
金
廻
輪
中（
明
治
一
六
年
に
伊
勢
の

国
か
ら
岐
阜
県
に
編
入
）
は
、
第
二
代
桑

名
藩
主・
本
多
忠
政
に
よ
っ
て
一
六
〇
一
年

か
ら
一
六
一
八（
元げ
ん
な和

四
）
年
の
間
に
形
成



図 5 大江通に中江の圦を代用
（「万寿新田大江中江通圦樋新古仕訳絵図」（部分、岐阜歴史資料館蔵））

図 6 復旧工事案（「万寿新田圦樋之儀金廻輪中掘割江下ヶ絵図」
（部分、岐阜歴史資料館蔵））

図 4 満中池を開発する際の悪水路や圦の計画図
（「高須輪中圦樋場絵図」（岐阜歴史資料館蔵））

図3 1716（享保1）～1725（同10）年頃の満中池に堆積した砂の状況
（『本阿弥輪中』より）

６

歴
史
記
録

さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
い

ま
す
。

本
阿
弥
新

田
の
開
発
に

際
し
、
本
阿

弥
新
田
と
高

須
輪
中
東
南

端
に
位
置
す

る
揖
斐
川
の

入
江
・
満
中
池
と
を
画
す
る
横
手
堤（
長
さ

約
四
二
〇
ｍ
）
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

一
六
四
九（
慶け
い
あ
ん安
二
）
年
の
本
阿
弥
・
沼

輪
中
の
形
成
で
、
横
手
堤
に
大
江
通（
大
江

川
）
の
圦
七
艘
、
中
江
通（
中
江
川
）
の
二

艘
、
本
阿
弥
新
田
江
東
と
深
浜
村
の
悪
水

を
排
除
す
る
一
艘
の
計
一
〇
艘
が
江
下
げ

で
設
置
さ
れ
、
本
阿
弥
新
田
が
こ
れ
ら
の

経
費
と
管
理
費
を
す
べ
て
負
担
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
一
六
五
二（
承
じ
ょ
う
お
う応
元
）
年
に
帆
引

新
田
が
揖
斐
川
沿
い
の
自
然
堤
防
を
利
用

し
、
か
つ
、
既
存
の
柳
湊
、
本
阿
弥・
沼
両

輪
中
の
堤
防
を
利
用
し
て
開
発
さ
れ
、
満

中
池
へ
圦
樋
四
艘（
他
村
用
三
艘
、
自
村
用

一
艘
）
が
帆
引
新
田
の
負
担
で
設
置
さ
れ

ま
し
た（
図
三
は
安
田
村
か
ら
の
圦
一
艘
欠

落
）。
ま
た
、
一
六
五
七（
明め
い
れ
き暦
三
）
年
に

七
右
衛
門
新
田
が
開
発
さ
れ
、
圦
樋
一
艘

が
設
置
さ
れ
、
満
中
池
へ
排
水
す
る
圦
の

総
数
は
一
五
艘
と
な
り
ま
し
た
。

万
寿
新
田
の
開
発
と
圦
樋
の
被
災

揖
斐
川
か
ら
の
土
砂
の
堆
積
で
、
本
阿

弥
新
田
か
ら
満
中
池（
約
一
・〇
㎢
）
へ
の

排
水
が
極
め
て
悪
化
し
、
本
阿
弥
新
田
の

石
高
は
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

排
水
改
良
の
た
め
に
、
満
中
池
は
万
寿
新

田
に
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

第
九
代
笠
松
郡
代
・
辻
甚
太
郎
は
満
中

池
を
埋
め
立
て
、
半
分（
〇
・五
二
㎢
）
を

耕
地
に
、
残
り（
〇・四
七 

㎢
）
を
水
路
に

し
て
満
中
池
北
端
の
横
手
堤
の
圦
を
揖
斐

川
ま
で
江
下
げ
す
る
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

工
事
は
一
〇
年
の
歳
月
を
経
て
一
七
三
二

（
享き
ょ
う
ほ保
一
七
）
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

絵
図
四
は
、
満
中
池
の
開
発
に
伴
う
、

既
開
発
の
七
右
衛
門
新
田
、
帆
引
新
田
な

ど
の
悪
水
路
の
開
削
と
圦
の
設
置
の
計
画

図
で
あ
り
、
同
図
上
方
に
当
面
の
調
節
池

と
し
て
の「
当
分
池（
〇
・〇
九
㎢
）」
が
見

ら
れ
ま
す
。

万
寿
新
田
内
に
八
本
の
新
江（
排
水
路
）

を
掘
り
、
揖
斐
川
左
岸
に
接
す
る
万
寿
新

田
南
端
の
新
堤
約
七
八
〇
ｍ
に
一
九
艘
の

圦
を
伏
込
み
ま
し
た
。
内
訳
は
、
七
右
衛

門
新
田
の
圦
一
艘
を
新
堤
西
端
に
設
置
し
、

万
寿
新
田
西
側
の
帆
引
新
田
江

通
の
一
艘
か
ら
大
江
通
の
七
艘

ま
で
横
手
堤
と
同
数
の
圦（
計

一
四
艘
）
を
江
下
げ
、
新
た
に

大
江
通
東
側
の
四
本
の
新
江
に
、

福
江
村
江
通
二
艘
、
古
中
島
村

江
通
一
艘
、
金
廻
村
江
通
一
艘

の
四
艘
を
設
置
し
ま
し
た
。

一
七
八
四
～
一
七
八
六（
天て
ん
め
い明

四
～
六
）年
頃
の
絵
図
五
は
、「
大

江
通
に
圦
三
艘
の
増
設
を
希
望
し
た
が
、

場
所
的
余
裕
が
な
く
、
一
艘
分
を
中
江
通

（
深
浜
村
江
通
）
の
圦
で
代
用（
両
江
通
の

瀬
割
堤
を
移
動
）
し
、
中
江
通
に
新
た
に

一
艘
新
設
」
し
た
絵（
部
分
）
図
で
す
。
三

艘
の
増
圦
は
一
七
八
三（
天
明
三
）
年
に
実

現
し
、
大
江
通
の
圦
は
当
初
の
七
艘
か
ら

一
〇
艘
と
な
り
、
揖
斐
川
堤
防
に
設
置
さ

れ
た
圦
の
総
数
は
実
に
二
二
艘
と
な
り
ま

し
た
。

多
く
の
圦
が
揖
斐
川
の
堤
防
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
が
、
圦
は
揖
斐
川
の
増
水
に
よ

る
破
壊
、
門

扉
内
外
に
堆

積
し
た
多
量

の
土
砂
に
よ

る
門
扉
の
開

閉
操
作
不
良

な
ど
で
、
収

穫
は
期
待
に

反
し
て
大

き
く
減
少

し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
本
阿
弥
輪
中
の
石
高
は
、
万
寿

新
田
開
発
以
前
一
〇
年
間（
一
七
一
三
～

一
七
二
二
年
）
の
平
均
石
高
二
九
四
石
が
、

工
事
終
了
後
の
一
〇
年
間（
一
七
三
三
～

一
七
四
二
年
）
に
平
均
四
七
石
に
激
減
し

て
い
ま
す
。

万
寿
新
田
が
完
成
し
た
一
七
三
二（
享

保
一
七
）
年
か
ら
万
寿
騒
動（
百
姓
一
揆
）

勃
発
の
一
八
三
五（
天て
ん
ぽ
う保
六
）
年
ま
で
の

一
〇
六
年
間
に
、
万
寿
新
田
の
圦
の
破
壊

（
吹
抜
け
）
が
八
回
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

手
抜
き
工
事
が
原
因
と
の
風
説
で
輪
中
全

体
を
揺
る
が
し
た
万
寿
騒
動
で
は
、
大
江

通
の
圦
や
中
江
通
の
六
艘
の
圦（
圦
樋
四

艘
、
船
通
し
水
門
二
艘
）
が
破
壊
さ
れ
ま

し
た
。

さ
ら
な
る
江
下
げ

万
寿
騒
動
よ
り
四
五
年
程
前
の

一
七
八
九（
寛
政
元
）
年
の
洪
水
で
、
揖
斐

川
沿
い
や
木
曽
川
の
堤
防
さ
ら
に
潮
除
堤

が
決
壊
し
、
万
寿
新
田
を
は
じ
め
多
く
の

新
田
が
水
に
沈
み
ま
し
た
。

こ
の
洪
水
に
よ
る
万
寿
新
田
の
復
旧
計



写真 2  大江川と福江川の流末

図 7 1842（天保 13）年～ 1847（弘化 4）年以降の絵図／左側は大江通と福江通の
江下げ部分の拡大（「金廻輪中絵図」 （岐阜歴史資料館蔵））

７

歴
史
記
録

画
が
三
案
検
討
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
二
案
、

①
新
江
を
金
廻
輪
中
の
中
央
部
に
掘
削
し

圦
三
艘
を
設
置
し
て
排
水
す
る
案
と
②
金

廻
輪
中
の
北
側
の
西
半
分
に
新
江
を
作
り

揖
斐
川
に
排
水
す
る
案
は
、
金
廻
輪
中
の

反
対
で
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

絵
図
六
は
、
一
七
八
九（
寛か
ん
せ
い政
元
）
年
以

後
数
年
の
作
成
と
推
測
さ
れ
る
第
三
案
で

あ
り
ま
す
。
金
廻
輪
中
西
側
の
揖
斐
川
左

岸
堤
に
沿
っ
て
新
江
を
掘
り
、
新
江
の
流

末
に
圦
を
新
設
し
て
、
福
江
村
と
万
寿
新

田
の
悪
水
を
揖
斐
川
に
排
水
す
る
案
で
す

が
、
工
事
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
江
通
の
江
下
げ
工
事
が
明
治
維
新
間

近
の
一
八
四
二
～
一
八
四
七（
天
保
一
三

～
弘
化
四
）
年
に
行
わ
れ
た
時
、
上
記
の

一
七
八
九
年
に
計
画
さ
れ
た
福
江
村
江
通

の
江
下
げ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

絵
図
七
は
大
江
通
や
福
江
通
の
金
廻
輪

中
の
西
側
へ
の
江
下
げ
で
す
。
絵
図
に
は
、

江
下
げ
し
た
大
江
通
の
中
ほ
ど
で
揖
斐
川

に
排
水
す
る
圦
と
そ
の
堤
外
地
に
猿
尾
状

の
構
造
物
が
描
か
れ
、
さ
ら
に
、
下
流
部

で
両
岸
か
ら
張
り
出
し
た
構
造
物
の
真
中

に
設
置
さ
れ
た
圦（
橋
圦
）
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
福
江
通
の
流
末
に
も
猿
尾

状
の
構
造
物
と
二
艘
の
圦
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。

写
真
二
は
高
須
排
水
機
場
下
流・
大
江
川

の
新
し
く
な
っ
た
大
江
排
水
機
場
と
大
江

排
水
水
門
で
あ
り
、
大
江
川
の
左
岸
側
が

福
江
川
で
、
流
末
に
は
福
江
油
島
排
水
機

場
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
江
通
の
圦
樋
江
下
げ
に
つ
い
て

江
下
げ
に
よ
る
新
規
の
圦
は
、
①
古
中

嶋
村（
海
津
町
古
中
島
）
圦
樋
を
新
設
置
し
、

②
金
廻
村
圦
と
そ
の
周
囲
に
猿
尾
を
造
り
、

③
水
門
大
樋
と
外
河
堤
を
築
き
、
④
福
江

樋
二
艘
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
①
の
新
造
さ
れ
た
古
中
嶋
村
圦

樋
は
、
長
さ
五
間（
内
法
高
五
尺
三
寸
、
横

二
間
半
）
の
圦
樋
で
す
。
②
の
金
廻
村
圦

が
大
江
通
の
途
中
に
設
置
さ
れ
た
圦
樋
で

あ
り
、
内
法
一
間
の
圦
を
江
下
げ
で
内
法

二
間
の
圦
樋
に
自
普
請
で
改
築
し
て
い
ま

す
。
③
の
水
門
大
樋
は
、
大
江
通
の
両
岸

か
ら
張
り
出
し
た
構
造
物（
絵
図
七
参
照
）

の
橋
圦
を
指
す
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
潮
除

堤
に
埋
設
さ
れ
て
い
た
圦
樋
を
、
江
下
げ

に
際
し
て
、
一
二
間（
＊
）（
内
法
高
八
尺
、

横
四
間
）
の
橋
圦
を
自
普
請
で
造
っ
た
後
、

一
八
六
四（
元
治
元
）
年
の
春
定
式
修
理
普

請
で
、
長
さ
一
六
間（
内
法
高
六
尺
横
四
間
）

に
修
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
門
大
樋
は
後
の
大
江
閘
門（
大
江
排
水

水
門
）
で
あ
り
、
明
治
期
に
設
置
さ
れ
た

海
津
町
石い
し
が
め亀
と
海
津
町
札
野
の
両
排
水
機

場
は
大
江
閘
門
の
開
扉
時
間
と
の
兼
ね
合

い
で
操
作
さ
れ
ま
し
た
。

お
わ
り
に

輪
中
の
形
成
に
つ
れ
、
排
水
路
の
整
備

と
と
も
に
圦
樋
の
増
設
が
果
て
し
な
く
行

わ
れ
て
き
た
こ
と
を
概
観
し
ま
し
た
。
現

在
、
江
下
げ
し
た
圦
樋
が
集
中
し
た
海
津

町
万
寿
新
田
に
は
、
中
江
帆
引
排
水
機
場

と
高
須
排
水
機
場
が
設
置
さ
れ
、
排
水
に

大
い
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
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表１ 木曽三川下流域の大地震

西暦 和暦 月 日 被害状況等
1124 保安 ５ 2 甚目寺が地震にて破壊
1400 応永 ７ 東海地方大地震（被害不詳）
1425 応永32 閏6 17 尾張強震
1425 応永32 7 1 尾張強震 6･13･26日にも地震
1510 永正 ７ 8 7 尾張･三河に大地震 8･27日にも地震
1586 天正13 11 29 夜半頃近畿から東海道にかけて地震、

家屋の全半壊400戸、死傷者多数。真
清田神社楼門、回廊、社殿等全半壊

1596 文禄 ５ 閏7 5 尾張に強震
1604 慶長 ９ 12 16 夜8時頃大地震、M7.9
1648 慶安元 4 22 尾張に強震
1649 慶安 ２ 6 20 尾張・三河に強震
1662 寛文 ２ 5 1 正午すぎ、近畿・東海地方大地震、犬山

城石垣破損
1666 寛文 ６ 4 28 尾張･知多半島に津波襲来、新田を破壊
1669 寛文 ９ 6 2 名古屋城の石垣崩れる M5.9
1677 延宝 ５ 10 9 関東南部に地震、尾張にも津波
1707 宝永 ４ 10 4 午後3時頃地震。震域は関東から九州に

わたる。尾張では民家の倒れたところ
多く、地割して泥水が噴出、田畑をお
おったところもあった。津島村では家
屋全半壊170軒、藩領内堤防被害延長
9km

1714 正徳 ４ 12 27 夜地震
1731 享保16 10 14 大地震、荷之上村にて噴砂
1783 天明 ３ 7 7 浅間山大噴火、翌8日まで戸障子ひび

く、地震のごとし
1802 享和 ２ 10 22 午後4時頃、尾張強震、海東郡辺では地

割れして噴砂あり
1819 文政 ２ 6 12 午後2時すぎ、伊勢･美濃･近江･尾張で強

震M7.4
1854 嘉永 ７ 6 15 午後8時頃、東海･近畿地方に大地震、

震源地伊賀盆地、M6.9 津島では市
中破損、負傷者多数、前震13日12時2
回、14日2時大地震、15日30回ほど地
震

1854 嘉永 ７ 11 4 午前9時15分頃、東海･近畿･四国地方
にわたる大地震、震源地遠州灘東部、
M8.4、伊勢湾沿岸部津波

1854 嘉永 ７ 11 5 午後5時頃、東海･畿内･東山･南海･山陰
･山陽、尾張藩における被害状況は、死
者-4、家屋等倒壊-4081軒、田畑被害
-6940石等

1891 明治24 10 28 濃尾大地震、震源地揖斐川上流域、
M8.4

1899 明治32 3 7 紀伊大和地震、午前9時54分頃尾張南
西部等にて地震、蟹江町では醸造中の
酢･酒が溢れ出た。

1909 明治42 8 14 江濃地震、午後3時31分頃強震、尾張
北西部にて軽微な被害

1923 大正12 9 1 関東大震災
1944 昭和19 12 7 東南海地震、午後１時36分頃、震度

5、津島町等では旧河川または水田埋
立地に建てられた家屋の被害が多かっ
た、沈下や隆起もみられた

1945 昭和20 1 13 三河地震、名古屋震度4
1946 昭和21 12 21 南海道地震、名古屋震度4、震源地紀伊

半島沖、尾張西部地方を中心に被害、
津島町では負傷者-3、家屋の全壊-36、
半壊-124、工場の全壊13、鍋田村では
死者-1、負傷者-2、家屋の全壊-10、半
壊-７
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は
じ
め
に

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
東
日
本
を
襲
撃

し
た
大
震
災
は
未
曾
有
の
大
惨
事
と
な
っ
た
。

こ
の
地
域
も
数
年
来
東
海
地
震
が
襲
撃

す
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
久
し
い
。

過
去
の
歴
史
を
紐
解
い
て
み
る
と
、
こ

の
木
曽
川
下
流
地
域
に
お
い
て
も
多
く
の

地
震
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
地
震
を
と
り

あ
げ
て
み
る
と
表
１
の
よ
う
に
な
る
。

中
で
も
、
一
五
八
六（
天

て
ん
し
ょ
う正
一
三
）
年
の

天
正
地
震
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
弱
と

言
わ
れ
、
長
島
城
を
は
じ
め
真
清
田
神
社

等
も
倒
壊
し
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
天
正

地
震
の
震
源
地
は
伊
勢
湾
と
す
る
と
い
う

説
も
あ
り
、
我
々
の
危
機
感
を
一
層
高
め

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
七
〇
七（
宝ほ
う
え
い永
四
）
年
の
宝
永
地
震
は
、

東
海・
東
南
海・
南
海
連
動
型
地
震
と
言
わ

れ
、
そ
の
震
域
は
関
東
か
ら
九
州
に
ま
で

の
広
範
囲
に
及
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
域
に
お
い
て
も
被
害
が
大
き
く
、

各
地
で
民
家
の
倒
壊
、
液
状
化
現
象
が
み

ら
れ
た
と
い
う
。
こ
の
年
に
築
立
さ
れ
た

神
戸
新
田
は
こ
の
地
震
の
た
め
に
地
盤
沈

下
し
再
開
発
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
。

当
時
の
尾
張
藩
士
の
記
録『
鸚お
う
む
ろ
う
ち
ゅ
う
き

鵡
籠
中
記
』

に
よ
れ
ば
、こ
の
地
震
の
前
に
は
フ
ラ
ッ
シ
ュ

現
象
や
地
震
雲
が
確
認
さ
れ
た
と
い
う
。

一
八
九
一（
明
治
二
四
）
年
の
濃
尾
大
震

災
は
、
周
知
の
ご
と
く
こ
の
地
に
壊
滅
的

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
地
震
と
言
え
よ
う
。

こ
の
地
震
に
よ
っ
て
震
災
予
防
調
査
会
が

設
立
さ
れ
る
な
ど
わ
が
国
の
歴
史
上
に
お

い
て
も
有
数
の
地
震
で
あ
っ
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
震
災
の
九
年
後
に
発
表

さ
れ
た「
鉄
道
唱
歌
」
に
も「
名
高
き
金
の

鯱
は

名
古
屋
の
城
の
光
な
り

地
震
の

は
な
し
ま
だ
消
え
ぬ

岐
阜
の
鵜
飼
も
見

て
ゆ
か
ん
」
と
あ
る
よ
う
に
そ

の
惨
状
を
物
語
る
。

一
九
四
四（
昭
和
一
九
）
年
の

東
南
海
地
震
、
そ
の
翌
年
の
三

河
地
震
は
前
者
が
プ
レ
ー
ト
型
、

後
者
が
直
下
型
の
地
震
で
年
こ

そ
違
え
、
両
者
は
一
ヶ
月
の
間
隔

を
お
か
ず
に
勃
発
し
た
。
こ
の

地
震
は
戦
時
下
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
報
道
さ
れ
ず
、
そ
の
被

害
状
況
は
詳
つ
ま
びら
か
で
は
な
い
が
、

各
地
で
液
状
化
現
象
が
み
ら
れ
、

森
勇
一『
名
探
偵
ガ
ラ
ス
の
雨
が

降
る
夜
』
に
よ
れ
ば
、牛
が
沈
み
、



図 1 東海・南海地震の被害状況（愛知県史 別編 自然 付録 CD-ROMより）

表 2 1854年地震被害状況（海部地域分抜）

注）家数は尾張徇行記から抜粋

地域 家数 倒家 半倒家 全壊率 倒壊率
佐屋 179 1 0 0.56 0.56 

六条新田 165 4 0 2.42 2.42 
津島 1,650 55 48 3.33 6.24 
鯰橋 37 1 0 2.70 2.70 

北神守 44 1 0 2.27 2.27 
南神守 116 1 0 0.86 0.86 
大坪 41 1 0 2.44 2.44 
下田 83 1 0 1.20 1.20 
川部 94 1 0 1.06 1.06 
須成 208 4 0 1.92 1.92 
今 141 1 0 0.71 0.71 

蟹江本町 724 22 6 3.04 3.87 
蟹江新町 212 1 0 0.47 0.47 
西之森 128 2 4 1.56 4.69 
金柳 34 1 0 2.94 2.94 
神尾 71 2 0 2.82 2.82 
白浜 40 1 0 2.50 2.50 

鹿伏兎 128 5 0 3.91 3.91 
中一色 125 2 1 1.60 2.40 
甘村井 41 1 0 2.44 2.44 
北一色 60 1 0 1.67 1.67 
大井 281 1 0 0.36 0.36 

善太新田 50 4 0 8.00 8.00 
蟹江新田 220 3 4 1.36 3.18 
本部田 93 1 0 1.08 1.08 
上押萩 16 2 0 12.50 12.50 

亀ヶ地新田 33 1 0 3.03 3.03 
鮫ヶ地新田 53 1 0 1.89 1.89 
鳥ヶ地新田 95 2 0 2.11 2.11 

鳥ヶ地前新田 40 3 0 7.50 7.50 
服岡新田 60 3 0 5.00 5.00 
飛島新田 210 39 137 18.57 83.81 
朝日新田 12 4 2 33.33 50.00 
政成新田 70 45 20 64.29 92.86 
稲元新田 89 2 0 2.25 2.25 
八穂新田 117 9 107 7.69 99.15 
鎌島新田 74 7 0 9.46 9.46 
芝井新田 45 2 0 4.44 4.44 
平嶋新田 133 6 0 4.51 4.51 

前ヶ須新田 63 1 0 1.59 1.59 
鯏浦 219 2 0 0.91 0.91 

五之三 71 2 0 2.82 2.82 
西保 147 1 0 0.68 0.68 

三稲新田 17 0 5 0.00 29.41 
森津新田 74 0 0 0.00 0.00 
中萱津 53 1 0 1.89 1.89 

森 111 1 0 0.90 0.90 
千引 41 1 0 2.44 2.44 

甚目寺 192 2 0 1.04 1.04 
勝幡 187 2 0 1.07 1.07 
草平 148 3 0 2.03 2.03 
二子 125 1 0 0.80 0.80 

上古川 23 1 0 4.35 4.35 
東川 131 1 0 0.76 0.76 
計 7,614 263 334 3.45 7.84 
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砂
の
柱
が
何
本
も
立
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
震
の
ほ
か
に
、

こ
の
地
域
を
襲
撃
し
た
地
震
に

一
八
五
四
年
の
一
連
の
地
震
が

あ
る
。
以
下
、
こ
の
一
八
五
四

年
に
こ
の
地
を
襲
撃
し
た
一
連

の
地
震
を
取
り
上
げ
、
そ
の
様

相
を
垣
間
見
て
み
る
こ
と
に
す

る
。

一
八
五
四
年
地
震

表
１
を
み
る
と
、
一
八
五
四
年
の
六
月

一
五
日
、
一
一
月
四
日
、
同
五
日
の
三
回
に

亘
っ
て
地
震
が
こ
の
地
を
襲
撃
し
て
い
る
。

こ
の
翌
一
八
五
五
年
一
〇
月
に
江
戸

で
所い
わ
ゆ
る
あ
ん
せ
い

謂
安
政
江
戸
地
震
が
勃
発
し
て
お

り
、
そ
の
影
響
か
ら
前
年
に
勃
発
し
た

一
八
五
四
年
の
一
連
の
地
震
を
安
政
伊
賀

地
震
、
安
政
東
海
地
震
、
安
政
南
海
地

震
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は

一
八
五
四
年
一
一
月
二
七
日
に
嘉か
え
い永
か
ら

安
政
へ
と
改
元
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す

れ
ば
嘉
永
七
年
時
に
こ
の
地
震
は
勃
発
し

て
お
り
、
正
確
に
は
安
政
地
震
と
は
言
い

難
い
の
だ
が
、
伊
賀
地
震
以
降
、
東
海
地

震
、
南
海
地
震
、
豊ほ
う
よ予
海
峡
、
一
八
五
五

年
に
は
飛
騨
、
宮
城
県
沖
、
江
戸
、
さ
ら

に
一
八
五
六
年
に
は
三
陸
と
い
っ
た
よ
う

に
連
動
す
る
か
の
よ
う
に
各
地
で
地
震
が

勃
発
し
て
い
た
こ
と
か
ら
総
称
し
、
安
政

を
そ
の
名
称
に
付
す
場
合
が
多
い
。
た
だ

こ
こ
で
は
伊
賀
、
東
海
、
南
海
の
三
つ
の

う
ち
、
特
に
東
海
、
南
海
地
震
を
と
り
あ

げ
る
こ
と
か
ら
一
八
五
四
年
地
震
と
称
す

る
こ
と
に
す
る
。

表
１
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、

一
八
五
四（
嘉
永
七
）
年
一
一
月
四
日
東
海

地
震
が
、
そ
の
三
二
時
間
後
の
翌
五
日
に

南
海
地
震
が
こ
の
地
を
襲
撃
し
て
い
る
。

一
八
五
四
年
東
海・
南
海
地
震
の
被
害
状

況
を
図
化
す
る
と
図
１
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

こ
の
図
を
み
る
と
伊
勢
湾
沿
岸
地
域
と

木
曽
川
流
域
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

さ
ら
に
海
部
地
域
の
被
害
状
況
を
表
化

す
る
と
表
２
の
よ
う
に
な
る
。

表
２
は
、
倒
家
数
、
半
倒
家
数
を
表
化

す
る
と
と
も
に
、
地
誌
等
で
当
時
の
家
数

を
ひ
ろ
い
、
倒
家
数
を
家
数
で
割
り
、
全

壊
率
、
倒
家
数
と
半
倒
家
数
を
足
し
て
家

数
で
割
り
倒
壊
率
を
求
め
被
害
状
況
を
記

し
た
も
の
で
あ
る
。

海
部
地
域
に
お
い
て
最
も
倒
家
が
多



世直り一覧（個人蔵）
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か
っ
た
の
は
津
島
村
で
あ
っ
た
。
し
か
し

そ
の
全
壊
率
や
倒
壊
率
は
さ
ほ
ど
突
出
し

て
は
い
な
い
と
言
え
よ
う
。
む
し
ろ
、
新

田
と
り
わ
け
一
九
世
紀
に
は
い
っ
て
開
発

さ
れ
た
八は
っ
ぽ穂
新
田（
現
弥
富
市
）、
政ま
さ
な
り成
新

田
、
飛と
び
し
ま島

新
田（
現
飛
島
村
）
の
被
害
状
況

が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ

の
地
震
の
後
に
作
成
さ
れ
た「
世
直
り
一

覧
」（
個
人
蔵
）
と
い
う
全
国
の
地
震
の
被

災
状
況
を
記
し
た
史
料
に
よ
れ
ば
、
桑
名

で
は「
人
家
多
く
そ
ん
じ
、
津
浪
に
て
海
辺

大
そ
ん
じ
」
と
あ
り
、四
日
市
に
お
い
て
は
、

津
波
記
事
こ
そ
見
ら
れ
な
い
が
三
～
四
〇

軒
の
家
屋
倒
壊
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。
白

子・
津・
松
坂
あ
た
り
で
も
津
波
の
被
害
が

あ
っ
た
と
い
う
。

尾
張
国
海か
い
さ
い西
郡
荷に
の
う
え
之
上
村（
現
弥
富
市
）

の
豪
農
服
部
弥
兵
衛
家
に
伝
来
す
る
記
録

か
ら
当
時
の
様
子
を
み
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。

一
一
月
四
日
の
早
朝
よ
り
地
震
が
あ
り
、

長
時
間
ゆ
れ
た
。
六
月
の
伊
賀
地
震
よ
り

も
強
い
揺
れ
で
あ
っ
た
。
服
部
家
自
体
に

は
あ
ま
り
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
村
内
の

一
部
で
は
地
盤
沈
下
等
が
み
ら
れ
た
。
当

日
は
地
震
が
何
度
と
な
く
あ
り
、
佐
古
木

（
現
弥
富
市
）
の
庄
屋
が
来
て
語
る
に
は
、

高
さ
六
尺
程
の
津
波
が
押
し
寄
せ
た
と
い

う
。
中な
か
い
し
き

一
色（
現
津
島
市
）
辺
り
の
日
光
川

で
は
、
堤
が
地
震
に
よ
っ
て
沈
下
し
た
た

め
津
波
で
一
騒
動
あ
っ
た
よ
う
だ
。
夜
中

も
ず
っ
と
揺
れ
て
い
た
た
め
安
眠
で
き
な

か
っ
た
。

翌
五
日
の
夕
方
又
地
震
が
あ
っ
た
。
西

の
方
で
雷
鳴
の
よ
う
に
鳴
り
響
き
、
多
度

一
目
連
権
現
様
出
現
か
と
思
わ
れ
た
。
夜

中
も
ず
っ
と
揺
れ
た
と
い
う
。

地
震
の
惨
状
を
窺
う
か
がい
知
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
一
八
五
四
年
地
震
に
つ
い
て
み

て
き
た
。
東
海
地
震
と
南
海
地
震
が
連
動

し
た
所
謂
連
動
型
の
地
震
で
あ
っ
た
た
め

こ
の
地
域
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

こ
と
が
窺
え
る
。

今
次
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
津

波
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
関
心
が
津

波
に
集
中
し
て
い
る
よ
う
な
感
が
あ
る
が
、

こ
の
地
域
に
お
い
て
は
、
や
は
り
液
状
化

現
象
が
重
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と
が
指
摘

で
き
よ
う
。
津
波
自
体
の
問
題
も
そ
う
で

あ
る
が
、
液
状
化
現
象
に
よ
っ
て
堤
防
等

が
崩
壊
し
て
は
全
く
意
味
が
な
い
。
液
状

化
現
象
へ
の
対
策
こ
そ
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
と
考
え
る
。

現
代
の
科
学
が
進
歩
を
遂
げ
た
と
い
っ

て
も
、
地
震
を
予
知
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

で
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
無
論
日
頃

か
ら
の
危
機
意
識
と
対
策
を
講
じ
る
こ
と

は
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
こ
に
筆
者
は
、
一
つ
先
人
の
知
恵
か

ら
学
ぶ
こ
と
を
提
言
し
た
い
。

体
験
者
か
ら
の
聞
書
や
史
料
に
基
づ
い

て
、対
策
を
講
じ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

愛
西
市
教
育
委
員
会
に『
尾び
さ
ん
き
し
ょ
う
り
げ
ん

三
気
象
俚
諺
』

と
い
う
史
料
が
あ
る
。
一
九
〇
一
年
に
愛

知
県
名
古
屋
測
候
所
か
ら
発
行
さ
れ
た
愛

知
県
に
伝
わ
る
気
象
に
関
す
る
俚
諺
を
集

め
た
も
の
で
あ
る
。

俚
諺
と
い
う
の
は
そ
の
地
域
で
言
い
習

わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
わ
ざ
で
、
気
象
に
関

す
る
先
人
た
ち
の
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
所

産
に
他
な
ら
な
い
。
先
人
の
叡
智
が
そ
こ

に
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

現
在
で
も
通
用
す
る
俚
諺
も
少
な
く
な

い
。そ

の
俚
諺
集
を
紐
解
い
て
み
る
と
実
に

面
白
い
。

地
震
の
項
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
あ
る
。

 

霖
雨
の
後
ち
晴
穏
な
れ
ば
地
震

 

天
地
朦
朧
と
し
て
蒸
熱
き
は
地
震

 

晩
春
冷
気
数
日
に
亘
る
時
は
地
震

 

雉
子
忽
ち
啼
け
ば
地
震
の
兆

 

冷
気
催
す
は
地
震
の
兆

 

地
震
し
て
雉
子
啼
く
時
は
震
返
し
な
し
、

 

啼
か
ざ
る
時
は
震
返
し
あ
り

 

地
震
は
凡
て
天
気
の
変
り
目
に
多
し

地
震
と
い
え
ば
鯰
な
ん
て
い
う
の
が
よ

く
言
わ
れ
る
が
、
先
人
た
ち
に
よ
れ
ば
、

ど
う
も
鯰
よ
り
雉
子
の
方
が
有
効
の
よ
う

で
あ
る
。




